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6月1日からアユ漁が解禁され、肱川で投げ網を打つ人、友づりをする人の姿
は肱川の夏の風物詩となっている。

肱川のアユ漁（友づり）

／ 

しかし最近では、天然のアユがほとんどいなくなり、毎年漁業組合による稚ア

ユの放流が行われ、今年も 7万匹が肱川に放流された。

清流に泳ぐアユの姿は、美しい河川のバロメーターでもあります。いつまでも、

肱川にアユの姿が見られるよう、私たち 1人ひとりが川を汚さないようにしたい

ものです。 （写真は犬返り上での友づり風景）
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衡幼稚園の合同おとまり保育
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町民のうごき

人口 3,9 1 4人（土 0)

男 1,924人(+4) 

女 1,990人(-4) 

世帯数 1, 0 7 7蒜 (-1) 

（昭和58年7月31日現在）
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健
康
づ
く
り
の
三
要
素
は
、
「
栄

養
」
「
運
動
」
「
休
養
」
で
あ
る
と
い

｀
わ
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
い
ち
ば
ん

身
近
な
こ
と
な
の
に
、
意
外
と
軽
視

さ
れ
が
ち
な
の
が
「
栄
養
」
で
す
。

最
近
の
死
亡
統
計
を
み
る
と
、
ガ

ン
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
・
高
血
圧
症
、

糖
尿
病
と
い

っ
た
「
成
人
病
」
に
よ

る
死
亡
が
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
成
人
病
」

の
増
加
は
、
人
の
構
造
の
高
齢
に
も

関
係
し
て
い
ま
す
が
、
見
逃
せ
な
い

の
が
食
生
活
の
影
響
で
す
。

例
え
ば
、
成
人
病
の
う
ち
脳
卒
中
、

心
臓
病
な
ど
の
血
管
や
心
臓
の
病
気

を
引
き
起
こ
す
も
の
と
し
て
①
食
塩

の
と
り
過
ぎ
②
面
液
に
含
ま
れ
る
「
コ

レ
ス
テ
ロ

ー

ル
」
の
増
加
|
ー
—
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
レ
ス
テ

成
人
病
を
引
き
起
こ
す

脂
肪
や
食
塩
の
と
り
過
ぎ

死
亡
者
の
三
分
の
二
は

成
人
病
が
原
因

と
医饗賣を考える

成
人
病
予
防
の
食
生
活

成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
、
調
理

や
食
事
の
と
き
に
は
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
塩
分
を
控
え
め
に
す
る
(
-
日

十
グ
ラ
ム
以
下
）

▼
脂
肪
の
と
り
過
ぎ
を
避
け
る

▼
暴
飲
暴
食
を
避
け
る

▼
野
菜
・
果
物
・
繊
維
質
の
食
品

I屯9澤覇国|L墨に［一

健康づくりは

食生活の見直しから

ロ
ー
ル
を
増
加
さ
せ
て
い
る
の
は
脂

肪
、
特
に
動
物
性
脂
肪
で
す
。

ま
た
、
ガ
ン
に
つ
い
て
も
、
大
腸

ガ
ン
・
乳
ガ
ン
が
脂
肪
の
と
り
過
ぎ
、

胃
ガ
ン
は
食
塩
の
と
り
過
ぎ
と
密
接

な
関
係
が
あ
る
と
い
う
研
究
報
告
も

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
成
人
病
を
予
防
す
る
た
め

に
食
生
活
で
注
意
す
る
こ
と
と
し
て

は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
種
類
の
食

物
を
食
べ
る
。

◇

◇
 

健
康
づ
く
り
は
、
特
別
な
健
康
法

を
行
う
ま
で
も
な
く
、

三
度
の
食
事

に
対
す
る
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で

十
分
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
恐
ろ

し
い
成
人
病
を
予
防
し
、
健
康
な
毎

日
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
、
個
人

と
家
庭
の
幸
せ
の
基
本
で
あ
る
と
同

を

十

分

に

と

る

時

に

医

療

費

の

適

正

化

に

も

つ

な

が

っ

▼
同
じ
も
の
ば
か
り
を
食
べ
ず
に
、
て
い
く
の
で
す
。
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前
回
（
四
十
八
年
）
の
特
別
給

付
金
（
「
い
号
」
六
十
万
円
）
を
受

給
さ
れ
た
戦
没
者
等
の
妻
か
、
時

効
完
成
で
受
給
で
き
な
か
っ
た
戦

没
者
等
の
妻
で
昭
和
五
十
八
年
四

月
一
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
特
別
給
付
金
（
百
二
十
万

円
・
十
年
償
還
国
債
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

特
別
給
付
金

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る

次
に
該
当
可
る
方
は
、
も
れ

な
く
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民
課

福
祉
係
へ
。

前
回
（
五
十
三
年
）
の
特
別
給
付

金
（
「
い
号
」
六
十
万
円
）
を
受
給
さ

れ
た
戦
没
者
の
父
母
か
時
効
完
成
で

受
給
で
き
な
か
っ
た
戦
没
者
の
父
母

で
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
現
在
、

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
給

し
、
か
つ
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
五
年
間
に
氏
を
同
じ
く

す
る
子
も
孫
も
で
き
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
特
別
給
付
金
（
六
十
万
円
・

五
年
償
還
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

る
特
別
給
付
金

戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す

戦
没
者
の
遺
族
（
妻
・
父
母
等
）
に

特
別
給
付
金
を
継
続
支
給

0

こ
れ
か
ら
の
肱
川
を
担
う
若
い
世
代
の

交
流
と
親
睦
を
深
め
よ
う
ー

と

川
上
商

工
会
青
年
部
主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
、
青
年
農
業
者
・
青
年
団
・
商

工
会
青
年
部
な
ど
六
団
体
か
ら
約
七
十
人

が
参
加
し
て
親
睦
を
深
め
た
。

（
％
若
い
世
代
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル大

大
1
1

町
民
グ
ラ
ン
ド
）

〇
健
康
づ
く
り
は
ま
す
血
庄
測
定
か
ら
l

で
始
ま
っ
た
健
康
と
な
り
組
も
今
年
で
四

年
目
。
健
康
づ
く
り
の
輪
も
年
々
大
き
く

広
が
っ
て
い
る
。

最
近
で
は
‘
県
外
か
ら
の
視
察
団
も
来

ら
れ
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
。

盆
高
知
県
安
芸
地
区
婦
人
会
が
健
康

と
な
り
組
を
視
察
1
1

下
鹿
野
川
部
落
）

0

「
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん
の
も
と
を
離
れ

て
ち
ょ
っ
ぴ
り
淋
し
い
な
あ
I.

で
も
‘
ぽ
く
た
ち
御
在
所
自
然
の
森
で

た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
で
き
て
‘
と
て
も

楽
し
か
っ
た
よ
…
…
。」

町
内
幼
稚
園
の
年
長
組
四
十
七
人
が
一

泊
二
日
の
大
冒
険
。

翠
I
ふ

お
と
ま
り
保
育
1
1

御
在
所
自

然
の
森
）

0

「
キ
オ
ッ
ケ
ー
・
右
向
ケ
ー
右」

班
長
以
上
の
幹
部
と
新
入
団
員
の
夏
季
訓

練
が
行
わ
れ
た
。

幹
部
は
指
揮
能
カ
・
号
令
調
整
等
を
、

新
入
団
員
は
基
礎
知
識
の
習
得
、
ポ
ン
プ

操
法
の
基
本
な
ど
に
つ
い
て
身
を
も
っ
て

学
ん
だ
。

（
％
消
防
団
夏
季
訓
練
1
1

町
民
グ
ラ
ン

）
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(3)呵 田 亨

谷
に
こ
だ
ま
し
て
迫
力
満
点

”
み
ん
な
で
楽
し
い
一
日
を
Ii

今
年

も
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
が
八
月
七
日
に

行
わ
れ
、
鹿
野
川
の
街
は
子
供
達
や

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
梅
雨
明
け
か
ら
毎
日

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の

日
は
薄
雲
り
の
ま
ず

ま
ず
の
天
気
で
し
た
。

今
年
は
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

か
肱
中
グ
ワ
ン
ド
で
開
か
れ
、

8
チ
ー

ム
か
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
正
午
か
ら
は
、
商
工
会
青
年

部
に
よ
る
ビ

ッ
ク
リ
市
や
農
業
後
継
者

の
青
空
市
が
歩
行
者
天
国
で
開
か
れ
ま

し
た
。
夕
方
か
ら
は
少
年
ソ
フ
ト
を

終
え
た
選
手
や
応
援
の
人
達
か
ど
っ

と
繰
り
出
し
、
ビ
ッ
ク
リ
市
で
の
お

し
ん
焼
そ
ば
、
か
き
氷
、
金
魚
す
く

い
、
う
な
ぎ
つ
り
、
射
的
な
ど
を
楽
し

む
親
子
連
れ
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
四
時
か
ら
は
、
昨
年
に
続
い

て
青
年
団
主
催
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が

始
ま
り
、
今
年
は
特
別
ゲ
ス
ト
に
岩

【
特
別
賞
】

0
七

夕

賞

八

重

商

店

0
天

の

川

賞

鹿

野

川

主

婦

の

店

0
天
の
羽
衣
賞
〈
サ
和
気
商
店

〇
銀
河
~
賞鹿
野
川
セ
ン
タ
ー

〇

冠

賞

ク
イ
ン
美
容
室

〇

織

姫

賞

福
栄
堂
菓
子
舗

0
北
斗
十
字
賞
鹿
野
川
タ
ク
シ
ー

〇

弁

天

娘

賞

和

気

マ

サ

⑥
笹
ま
つ
り
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

谷
出
身
の
歌
手
和
気
安
子
さ
ん
を
迎

え
て
大
会
の
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
初
は
出
場
者

の
申
し
込
み
が
少
な
い
の
で
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
次
々
と
飛
び
入
り
が
あ

り
、
出
場
者
二
十
八
人
が
自
慢
の
の

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
結
果
、
四
人
の
か

た
が
た
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
続
い
て
行
わ
れ

た
盆
踊
り
大
会
で
は
、
浴
衣
姿
の
子

供
た
ち
も
混
じ
っ
て
大
き
な
踊
り
の

輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
夏
ま
つ
り
の
最
後
を
飾

る
花
火
大
会
で
は
、
豪
音
と
と
も
に

次
々
と
大
輪
が
夜
空
を
焦
が
し
、
光
と

音
の
競
演
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

あ
し
ん
焼
そ
ば
も
登
場
9
.

大
盛
況
の
鹿
野
川
夏
ま
つ
り

【入

名
前
は
、
お
父
さ
ん
の
一
字
を
と
っ
て
付
け
ま

し
た
。
兄
弟
三
人
と
も
に
「
仁
」
の
字
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
の
は
お
父
さ
ん
の
大
好
き
な
字
だ
か
ら

で
す
。
哺
乳
び
ん
は

10か
月
頃
か
ら
や
め
て
お
り
、

牛
乳
を
飲
ん
だ
後
、
寝
る
前
に
ガ
ー
ゼ
を
か
む
の

か
癖
で
す
。
最
近
、
自
己
主
張
も
出
始
め
ま
し
た
。

将
来
は
、
素
直
な
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

お父さん

貴美雄さん(33歳）
お母さん

誠子さん（31歳）

渡
辺
貴
仁
く
ん
〔
山
槌
〕

57
.7
.
1
0
日
生
ま
れ

(
1
歳
ー
か
月
）

養
老
酒
造

中
岡
左
官

賞
】

0 0 

牽夕

牛鶴

賞賞

3
 

京
屋
呉
服
店

シ
ス
タ
ー
美
容
室

そ3:: :9;レ
一-rは一→
味も抜群のおしん焼そば

わ0~“し

⑥
カ
ラ
オ
ケ
大
会
入
賞
者

城
」

洲

市

宮
本
圭
二
く
ん
（
上
森
山
）

57.7.13
日
生
ま
れ

(
1
歳

1
か
月
）

7 -＿ 

~--／ 

｀`心

お父さん

正三さん(34歳）
お母さん

貴美子さん(32歳）

上
田

〇
肱
川
カ
ラ
オ
ケ
大
賞

「
終
着
駅
は
始
発
駅
」

五

十

崎

町

宍

田

0

セ
ミ
カ
ラ
オ
ケ
賞

「
よ
せ
ば
い
い
の
に
」

上

鹿

野

川

菊

池

〇
熱
演
賞

「
幸
せ
さ
が
し
て
」

嘉

城

中

岡

〇
努
力
賞

「古
大

将
来
、
野
球
好
き
な
子
に
し
た
く
新
聞
の
野

球
欄
を
見
て
い
る
と
、
こ
の
名
前
が
あ
り
、
「
圭

二
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
病
気
か
ち
で
、
家
族

じ
ゅ
う
が
心
配
し
て
い
ま
す
が
、
反
面
、
活
発

で
ど
こ
に
で
も
動
き
回
る
の
で
今
は
目
が
離
せ

ま
せ
ん
。

将
来
は
、
元
気
で
丈
夫
な
子
に
育
っ
て
は
し

い
と
第

一
に
願

っ
て
い
ま
す
。

博
信
幸

康
志

義
隆

高
野
頼
信

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ

金

野

翌

川
上
商
工
会

’’肱川かるた、、の申し込みは
教育委員会へ

肱川町教育委員会では、町内の児童•生徒・先生

がたの協力を得て「肱川かるた」を作りました。

かるた遊びをしながら、子供達に肱川の歴史・文

化・産業を覚えてください。

「肱川かるた」を希望される方は教育委員会へ申し

込みください。 1組500円です。

知人への贈り物にもぜひご利用ください。
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男 子 女 子
種目 学年

順位 氏名 タイム 学校名 備考 順位 氏名 タイム 学校名 備考

l 熊野栄司 4『9正山小 l 兵頭和恵 4 1. 8 中野小

5年 2 松田勉 4 ]. 5 ＂ 2 兵頭恵 45・0 大谷小

50m 3 福田卓也 43・ 3 子子林小 3 木村さつき 5 r o 中野小

自由形 l 沖浦秀紀 3'l 9 正 山小 1 i中田伸子 36" I 正山小

6年 2 香川和宏 40・ 5 大谷小 2 冨永雅早江 36'2 中野小

3 山下浩司 4グ6予子林小 3 兵頭真紀 40'5 大谷小

1 松田勉 l'33., 正山山 1 兵頭和恵 l' 33• o 中野小
5年

IOOm 2 二宮光正 2'O l. 4 II 

自由形
〇沖浦秀紀 l'15" 9 ＂ l 冨永雅早江 l'24. 2 中野小

6年
2 2 渡辺律子 I'49・7 子子林小

3 山本晃 26" I 正山小 1 和気京子 33• I 中野小

3年
2 安川誠 29" 8 ＂ 2 丹祐子 34. l II 

以下

2 松下清一 3l l 中野小 3 浦中葉子 34"9 ＂ 25m平泳
3 大野憲二 28" 4 正山小 1 伊藤久美恵 25" 2 予子林小

4年 2 藤原優勝 29" 6 ＂ 2 森陽子 26'7 中野小

3 兵頭義輝 30" 5 中野小 3 智葉笑子 2T l 正 山 小

1 小山誠 一 51冑3正山小

゜
岡美紀 49・ 4 正山小

5年 2 萬願寺信仁 5'l 4 ＂ R 沖野公美 so・ 3 大谷小

3 池田数仁 l'04. 7 中野小 3 山岡 久子 58'8 正山小
50m平泳

1 森岡和光 49・ 5 予子林小 1 中岡由起 46. 2 中野小

6年 2 尾花末広 49" 6 正山小 2 下野和美 48" 2 正山小

3 堀井悛和 l'o r 5 中野小 3 森本 久美 58" 2 岩谷小

゜
萬願寺信仁 r so・ s 正山小 l 沖野公美 I'55・2 大谷小

5年
2 小山誠一 l'5T 7 ＂ 2 山岡 久子 2'06" 5 正山小

]()()m 
1 尾花末広 l'48. 4 II 1 丸山さおり l'4 3. 8 中野小

平泳

6年 2 浦中純一郎 2'03"6 中野小 2 下野和美 I'44・ 5 正山小

3 河野光夫 2'03. 6 ＂ 
25m背泳 4年 l 中岡輝義 28" 8 正山小

5年 1 上甲秀 樹 529 ＂ 1 木村さつき l'150 中野小

1 中岡隆 二 44・ 8 ＂ ゜
石田明 子 4 r l 正 山小，

50m背泳
6年 2 上甲英耀 l'l l. 8 大谷小 2 水沼佳子 58"0 大谷小

3 泉明美 l'04. 3 正山小

5年 1 上甲秀樹 l'2 1”7 正山小 l 岡美紀 l'lg2 ＂ 
75m個人 l 上甲美喜男 l'l l. 5 ＂ ゜

石田明子 l'06. 3 II ：：． 

メドレー
6年 2 新茂紀 l'29" 6 大谷小 R 丸山さおり l'1 6. 6 中野小

3 後藤万紀 I'29・ 4 大谷小

25mパタ l 熊野栄司 28" 3 正 山小 l 沖田伸 子 2 1., 正山小

7ライ 2 福田卓也 29'6 予子林小

中岡隆二 石田明子

1 上甲美喜男 2'07"2 正山小

゜
下野和美 2'06" 9 正山小

沖浦秀紀 沖田伸子

150m 香川和宏 兵頭真紀

メドレー 2 新茂紀 2'479 大谷小 2 水沼佳子 2'3'l9 大谷小
リレー 中本章一郎 沖野公 美

木村さつき

3 3 福森和栄 2'5Z 3 中野小
兵頭和恵

松田勉 中岡由起

1 
上甲秀樹

2'51'8 正山小 1 
宮田 千夏

2'45・ I II 
熊野栄司 丸山さおり

尾花末広 冨永雅早江

河野光夫 西山美保子

200m 
2 
久保田大介

3'or 6 中野小 2 
後藤万紀

2'53"2 大谷 小
リレー 兵頭装輝 寺岡光子

白岩冬樹 兵頭恵

福田卓也 岡美紀

3 
山下浩司

3'03"9 子子林小 3 
泉明美

3'09'2 正 山小
兵頭衛 固南寺美佐

森岡和光 木下カオリ

真
夏
日
の
七
月
二
十
五
日
、
町
民

プ
ー
ル
で
町
内
小
学
校
の
水
泳
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

各
学
校
の
選
手
は
、
五
月
頃
か
ら

こ
の
大
会
の
た
め
に
猛
練
習
を
行
い

そ
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
は
‘
梅
雨
明
け

の
強
い
日
ざ
し
の
中
、
各
学
校
の
児

童
や
父
兄
の
声
援
を
受
け
て
各
選
手

か
力
い
っ
ぱ
い
競
泳
、
大
熱
戦
が
。フ
ー

ル
い
っ
ぱ
い
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

｀

今
大
会
で
は
、
各
種
目
、
各
学
年

別
で
正
山
小
学
校
か
上
位
を
独
占
、

大
会
の
成
績
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

ま
た
、
十
二
種
目
中
六
種
目

に
大
会
新
、
四
種
目
に
町
新

記
録
を
出
す
な
ど
正
山
小
学

校
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

年
々
、
各
選
手
の
体
力
、

記
録
と
も
に
向
上
し
て
い
ま

す
が
水
泳
を
通
し
て
、
た
＜

ま
し
い
体
力
、
粘
り
強
い
精

神
力
を
養
っ
て
は
し
い
も
の

で
す
。

正
山
の
若
ア
ユ
大
活
躍

l

町
内
小
学
校
水
泳
大
会
ー

9 -•一—-―←.-• --
一

• ~ ・ ~ . ~ . -• --
-て一

.--... --. ••. . - -

----＝-----~-=---: ．且書ヤ上ギf

-• •—• --

---＝-＝＝一各選手独得のポーズで一斉にスタート

町内小学校水泳大会成積表
(58. 7.25) 

男 子 女 子
種目 学年

順位 氏名 タイム 学校名 順位 氏名 タイム 学校名 備考

1 水沼剣生 2l. 4 大谷小 1 池田亜紀 24• o 予子林小
3年 2 浅野誠司 21. 7 予子林小 2 兵頭久美 25" 3 大谷小
以下

3 橋本孝博 24. 2 II 3 清水玲香 26'7 子子林小

1 兵頭義雄 1 8. 8 中野小

゜
橋本さおり 18'6 II 

4年 2 白岩冬樹 19・ 2 ＂ 2 森陽子 2 r 6 中野小

25m 3 久保田大介 20・2 ＂ 3 伊藤久美恵 2'll 子子林小

自由形 l 熊野栄司 ぼ4正山小 l 兵頭恵 19'5 大谷小

5年 2 福田卓也 19" 5 予千林小 2 固南寺美佐 20. 4 正山小

3 松下明 2l. l 中野小 3 山綺智加 2'l 6 子子林小

1 上甲喜男 16'0 正山小 1 i中田 伸子 16" 5 正 山小
9 9 

6年 2 森岡和光 I T 8 予子林小 2 兵頭真紀 IT 4 大谷小

3 香川和 宏 1 8. 3 大谷 小 3 中岡由起 18" 3 中 野小

1 浅野誠司 51'9 予子林小 l 池田亜紀 54. l 予子林小

3年
2 橋本孝博 55・ 4 ＂ 2 清水論香 I'O'l 0 II 

以下

50m 3 熊野司 55・ 7 正 山小

自由形 1 白岩冬樹 43" 2 中野小

゜
橋本さおり 4'l 2 

予子和1,

4年 2 久保田大介 46. 3 II 2 木下カオ リ 5T 2 正 山Il

3 安111知月ll 48" 4 正山小 3 吉田理恵 l' 00• o ＂ 
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事故種別出場件数(58年 1月～7月）

/又＇ ‘ ： 争ヽじヽ 合 不

［ 
般

搬

喜 病 計 送

， 1 13 42 65 4 

皆
さ
ん
に
救
急
医
療
や

救
急
業
務
に
つ
い
て
正
し

い
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
＜

た
め
毎
年
九
月
九
日
を
「
救

急
の
日
」
こ
の
日
を
含
む

一
週
間
が

「
救
急
医
療
週

間
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
救
急
車
の
正
し

い
使
い
方
を
も
う
一
度
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
は
住
民
だ
れ
で
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
、
ど
ん
な
場

合
で
も
利
用
で
ぎ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
思
い
が
け
な
い
ケ
ガ
人

や
急
病
人
か
発
生
し
て
す
ぐ
に
応
急

手
当
を
加
え
、
病
院
で
の
治
療
を
必

要
と
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
消
防
法
で
は
、
救
急
車
か
利

用
で
き
る
場
合
を
次
の
よ
う
に
き
め

一

睾 "5いろ
=(19)  

て
い
ま
す
。

〇
災
害
に
よ
る
事
故
（
火
災
・
地
震

な
ど
で
の
ケ
ガ
）

〇
屋
外
で
の
事
故
（
交
通
事
故
な
ど
）

0
学
校
・
デ
パ

ー
ト
な
ど
公
衆
の
出

入
す
る
場
所
で
の
事
故

〇
屋
内
で
の
事
故
（
ガ
ス
中
毒
・
急

病
な
ど
で
緊
急
の
と
ぎ
）

〇
傷
病
者
を
医
療
機
関
に
迅
速
に
搬

送
す
る
た
め
の
適
当
な
手
段
が
な

い
場
合
。

今
月
は

「
ア
サ

ガ
オ
」
を
紹
介
し

ま
す
。ア
サ
ガ
オ
は
日

本
全
土
ど
こ
に
で

も
よ
く
咲
い
て
、

夏
の
す
ず
し
さ
を

湧
き
出
さ
す
観
賞

植
物
の

一っ

で
す
。

中
国
原
産
の
つ

る
性
で
、
一
年
草

で
す
。
わ
か
国
に

持
ち
帰
っ
た
こ
ろ

に
は
、
薬
用
が
目

的
だ
っ
た
そ
う
で

す。
そ
の
後
、
品
種

が
改
良
さ
れ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類

正
し
く
使
お
う
救
急
車

九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
L

に
乾
い
た
ら
取
り
除
き
、
種
子
だ
け

を
集
め
て
乾
燥
す
る
。
種
子
は
、
外

側
か
黄
白
色
の
も
の
を
白
牽
午
子

・

黒
色
の
も
の
を
黒
牽
午
子
と
区
別
し

ま
す
が
、
薬
効
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

薬
効
と
用
い
方

アサガオ（ヒルガオ科）

の
も
の
が
出
来
て
お
り
、
薬
を
離
れ

て
園
芸
専
用
の
植
物
と
な
り
ま
し

こ。t
 
採
取
時
期
と
調
整
法

9
1
1
0月
に
種
子
を
採
取
し
て
、

日
干
し
に
す
る
。
果
皮
は
か
ら
か
ら

119番は……緊急の時だけ．”

l1罰園霜 1 |1圃聾量響璽量置＇冒麗
もし本当の119のとき電話が通じなかったら大変

なことになります。いたずら電話は絶対にやめて

下さい。

一蒻薗嶋一虚璽＇
火災・救急車以外は電話2851番を利用 して下さ

し‘

゜

①
下
剤
と
し
て
、
乾
い
た
種

子
（
牽
午
子
）
を
粉
末
に
し
て
、

1
日
量
い
ー
闊

g
を
水

100
cc
i

200
cC
の
水
で
飲
む
。
な
る
べ
く

空
腹
時
が
よ
い
。
た
だ
し
、
有

効
成
分
フ
ァ
ル
ビ
チ
ン
に
は
強

力
な
下
剤
の
作
用
が
あ
る
の
で
、

絶
対
に
量
を
過
ご
さ
な
い
こ
と
。

こ
の
種
子
は
煎
じ
て
は
効
か
な

い
の
で
粉
末
を
利
用
す
る
こ
と
。

②
毒
虫
（
ハ
チ
・
ブ
ヨ
）
に

さ
さ
れ
た
時
は
、
生
の
葉
を
も

ん
で
さ
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
ぬ
る

と
よ
い
。
マ
ム
シ
に
咬
ま
れ
た

と
き
、
塩
を
加
え
て
よ
く
も
み
、

す
り
こ
む
と
よ
く
、
こ
の
葉
を

胡
麻
油
に
漬
け
て
、
マ
ム
シ
に

咬
ま
れ
た
と
き
又
は
各
傷
薬
と

す
る
と
よ
い
。

遠距離通話料金新旧対照表
3分間通話
した場合
昼間夜間深

の料金 ・・
午前8時 午前6時～8時午後9時
～午後7時午後7時～9時 ～午前6時

旧料金1新料金旧料金l新料金旧科金1新料金

夜

対象地域例

京都・名古屋I4 50月

仙 台・那覇1600円

260円

360月

220円

長野・東京I5 2 0 Pl 14 0 0 Pl I 3 0 0 Pl 12 4 0 Pl 12 3 0 Pl 12 2 OPl 

240月

あ
安
く
な
り
ま
し
だ

遠
距
離
通
話
料
金

7
月
21
日
か
ら

普
通
、
お
む
つ
か
ぶ
れ
と
言
わ

れ
て
い
る
も
の
は
ア
ン
モ
ニ
ア
皮

膚
炎
が
多
い
の
で
す
が
、
最
近
は

皮
膚
カ
ン
ジ
ダ
症
も
増
え
て
い
ま

す。
ア
ン
モ
ニ
ア
皮
膚
炎
は
赤
ち
ゃ

ん
の
便
の
中
の
細
菌
が
、
お
し
っ

こ
の
成
分
（
尿
素
）
を
分
解
し
て

作
っ
た
ア
ン
モ

ニ
ア
が
原
因
で
す
。

こ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
か
皮
膚
を
刺
激

し
て
赤
く
た
だ
れ
る
も
の
で
、
防

ぐ
に
は
お
む
つ
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
交

換
し
、
入
浴
を
さ
せ
て
清
潔
に
し

て
お
く
こ
と
。
お
む
つ
は
よ
く
乾

い
た
柔
ら
か
い
も
の
を
使
う
こ
と

で
す
。皮
膚
カ
ン
ジ
ダ
症
は
カ
ビ
の

一

一

ぉ

む

つ

か

ぶ

れ

―

種
、
カ
ン
ジ
ダ
に
よ
っ
て
起
こ
る

も
の
で
よ
く
見
る
と
ポ
ッ
ポ
ツ
と

小
さ
な
赤
い
斑
点
が
あ
っ
た
り
、

オ
ブ
ラ
ー
ト
の
よ
う
な
皮
の
は
が

れ
た
も
の
が
つ
い
て
い
た
り
し
ま

す
が
、
外
見
だ
け
で
は
、
ア
ン
モ

ニ
ア
皮
膚
炎
と
区
別
し
に
く
い
も

の
で
す
。

ア
ン
モ
ニ
ア
皮
膚
炎
用
の
薬
を

カ
ン
ジ
ダ
症
に
つ
け
る
と
、
い
っ

そ
う
ひ
ど
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

医
師
に
調
べ
て
も
ら
え
ば
、
カ
ン

ジ
ダ
症
は
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
か
ら
、

外
来
薬
は
検
査
を
受
け
て
か
ら
使

い
ま
し
ょ
う
。

口

医

学
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昭
和
五
十
八
年
七
月
十
九
日
、
大

洲
市
阿
蔵
の
古
久
保
園
に
て
栗
先
進

地
視
察
研
修
を
開
催
す
る
。

参
加
者
は
‘
肱
川
町
栗
生
産
同
志
会

会
員
八
十
二
人
（
内
訳
~
宇
和
川
三

十
一
人
、
予
子
林
二
十
二
人
、
小
藪

九
人
、
大
谷
五
人
、
大
和
・
肱
栄
五

人
、
鹿
野
川
四
人
、
岩
谷
三
人
、
中

野
二
人
、
中
津
一
人
）
農
協
四
人
・

計
八
十
六
人
で
あ
っ
た
。

今
回
の
研
修
園
（
古
久
保
園
）
は
‘

こ
の
冬
一
月
二
十
五
日
に
、
愛
媛
県

栗
生
産
同
志
会
が
栗
低
樹
高
栽
培
剪

定
現
地
技
術
研
修
会
を
開
催
し
、
岐

阜
県
中
山
間
地
農
業
試
験
場
の
塚
本

先
生
の
指
導
に
よ
り
、
参
加
者
全
員

に
よ
っ
て
実
際
に
、
間
伐
・
整
枝
剪

定
を
実
施
し
た
園
で
あ
る
。

前
回
の
研
修
会
の
実
施
要
領
を
参
考

ま
で
に
載
せ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

曰
整
枝
剪
定
の
基
準

●
樹
形
の
改
善
で
、
受
光
を
多
く

す
る樹
高
を
邸

m
以
下
と
し
、
樹

冠
内
に
日
光
を
入
れ
る
。

苗
木
か
ら

4
1
五
年
生
ま
で

主
幹
形
で
主
幹
を
延
長
さ
せ

下
枝
が
開
張
す
る
五
年
目
頃

か
ら
切
り
下
げ
、

3
本
の
主
枝

に
よ
る
開
心
自
然
形
と
す
る
。

R
生
産
性
の
高
い
結
果
母
枝
を
選

4

P

o

 

、A

年2
 

上
1

残
す
結
果
母
枝
は
、
太
さ
が

ぃ
i
l
e
m

（
タ
バ
コ
の
フ
ィ

ル
タ
ー
位
の
太
さ
）
で
長
さ

が
30
1
50cm
の
も
の
と
す
る
。

剪
定
の
程
度
は
、

1
0
a
当
り

500kg
の
収
量
を
得
る
た
め
、

1
樹
当
り
約
120
本、

1
面
当
り

約
6
本
の
結
果
母
枝
を
残
す
。

口
副
次
的
な
効
果
と
し
て
、
軟
弱
で

細
い
枝
は
、
す
べ
て
取
り
除
く
た

め
、
ク
リ
タ
マ
バ
チ
の
被
害
を
軽

開心自然形の仕立て方（岐阜県中山間農試）
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3年目 3年目
せん定前 せん定後

4年目
せん定前

4年目
せん定後

5年目
せん定後

目標樹形

（開心自然形）

戸；翌’吋
tA些
面
叫
疇
一

昭
和
五
十
八
年
八
月

四
日
、
鬼
北
農
協
日
吉
支

所
管
内
に
於
い
て
、

ユ

ズ
先
進
地
視
察
研
修
を

行
な
っ
。
参
加
者
は
‘

ユ
ズ
部
会
会
員
士
二
人
、

農
協
二
人
、
計
十
五
人
で
あ
っ
た
。

研
修
は
、
日
吉
支
所
の
音
地
営
農

指
導
員
の
案
内
に
よ
り
、
管
内
優
良

減
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
要
領
で
剪
定
を
実
施

し
た
園
は
‘
今
回
の
研
修
時
に
は
、

充
実
し
た
結
果
枝
に
平
均
ニ
ー
三
個

の
幼
果
が
つ
き
、
主
枝

・
亜
主
枝
の

途
中
か
ら
も
、
充
実
し
た
枝
か
で
て

い
た
。
な
お
、

三
本
仕
立
て
に
し
た

主
枝
の
つ
け
根
付
近
に
は
、
多
く
の

徒
長
枝
が
見
ら
れ
た
。

最
後
に
、
こ
の
研
修
で
案
内
役
を

し
て
い
た
だ
い
た
大
洲
市
農
協
の
後

藤
課
長
の
言
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
園
は
、
浸
水
地
帯
に
あ
り
、

大
水
の
た
び
に
浸
水
し
、
発
育
か

悪
か
っ
た
か
、
施
肥
設
計
に
合
っ

た
施
肥
と
、
今
度
の
整
枝
剪
定
に

ユ
ズ
園
を
見
学
し

た
後
、
支
所
に
於

い
て
、
ユ
ズ
加
工

品
を
中
心
と
し
た

話
を
伺
っ
た
。

現
地
研
修
で
は
、

こ
は
ん
症
を
出
さ

な
い
栽
培
管
理
と
、

ハ
ダ
ニ
•
そ
う
か

病
・
黒
点
病
の
防

し~

除
を
徹
底
し
て
行

な
つ
事
が
大
切
で
あ
る
と
の
意
見
で

あ
っ
た
。

又
、
管
理
を
容
易
に
す
る
た
め
、
低

樹
高
栽
培
を
推
め
て
い
る
と
の
事
で

も
あ
っ
た
。

支
所
に
於
い
て
は
、
石
本
支
所
長

よ
り
、
日
吉
の
ユ
ズ
栽
培
の
経
過
と

加
工
品
製
造
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説

明
を
受
け
た
。

よ
る
更
新
で
、
今
後
、
優
良
園
と

し
て
期
待
で
き
る
形
に
な
っ
た
。

大
洲
市
の
モ
デ
ル
栗
園
と
し
て
、

今
後
、
指
導
育
成
し
て
い
く
つ
も

り
で
あ
る
。

な
お
、
一
度
に
整
枝
煎
定
を
行
な
っ

た
結
果
、
多
発
生
し
て
い
る
徒
長

枝
に
つ
い
て
は
、
今
秋
、
再
度
塚

本
先
生
に
指
導
い
た
だ
き
、
整
理

し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

そ
の
時
は
、
又
、
是
非
見
に
来
て

下
さ
い
。

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
研
修
を
通

し
て
、
肱
川
栗
の
大
玉
生
産
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

10 a当たり500kg.のくりを生産するためには

結 実 の 条 件 10 a当たり 1樹当たり lm'当たり

収 穫 果 粒 数
25,000果 625果 31.25果

(1果粒 20 g として）

着 き ゆ う 数
12,500コ 312コ 15.6コ

（平均 2 果として）

（生理落花を 15％とみると） 14,375コ 358.8コ 17.9コ

結果母枝数
4,791.7本

匝 ” (1母枝当たり 3きゅうとして） 119.6本 5.96本

日
吉
の
ユ
ズ
は
昭
和
四
十
七
年
に

初
め
て
導
入
、
当
初
は
、
ミ
カ
ン

の
栽
培
技
術
を
参
考
に
し
て
、
穂

木
の
研
修
等
を
す
す
め
、
現
在
で

は
、
栽
培
面
積

20ha
、
植
栽
本
数

10
万
本
、
生
産
量

4
2
t
に
至
っ
て

い
る
。

加
工
品
は
、
昭
和
五
十
三
年
よ
り

開
始
、
製
造
加
工
技
術
も
苦
慮
し

な
が
ら
現
在
、
し
ぼ
り
酢
と
セ

ッ

ト
物
（

ユ
ズ
酢
二
本
・
ゆ
ね
り
二

個
・
乾
し
い
た
け
一
個
の
詰
め
合

わ
せ
）
を
販
売
し
て
い
る
。

総
合
す
る
と
、
今
後
の

ユ
ズ
栽
培

は
、
や
は
り
、
で
き
る
か
ぎ
り
加

工
向
け
と
な
る
よ
う
な

ユ
ズ
を
作

ら
ず
、
優
良
品
の
市
場
有
利
販
売

に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

等
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

研
修
を
終
え
た
。
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ほ
だ
木
づ
く
り

夏
場
の
伏
せ
込
み
管
理

八
月
の
主
な
作
業

ほ
だ
木
づ
く
り

夏
場
の
伏
せ
込
み
管
理

■裸
地
伏
せ
込
み

■林
内
伏
せ
込
み

原
木
づ
く
り

夏
場
の
原
木
管
理

■下
刈
り

■萌
芽
の
整
理

乾
シ
イ
タ
ケ

夏
場
の
ほ
だ
場
管
理

■は
だ
場
の
環
境
整
備

■古
は
だ
の
天
地
返
し

■廃
ほ
だ
の
整
理

カ
ラ
梅
雨
気
味
の
気
象
の
た
め
‘
伏
せ
込
み

中
の
ほ
だ
木
に
は
‘
い
ま
の
と
こ
ろ
害
菌
の
発

生
が
少
な
い
。
し
か
し
‘
伏
せ
込
み
場
の
環
境

は
変
化
し
て
い
る
。
し
ば
ら
く
見
回
ら
な
か
っ

た
ば
か
り
に
、
害
菌
の
繁
殖
の
場
に
な
っ
て
い

た
り
す
る
の
で
、
早
め
の
管
理
を
実
行
し
‘
良

い
ほ
だ
木
を
つ
く
ろ
う
。

■裸
地
伏
せ
込
み

〇
雑
草
、
か
ん
木
類
の
除
去

裸
地
伏
せ
込
み
で
は
‘
雑
草
や
か
ん
木
類
の

繁
茂
が
著
し
い
。
放
置
し
て
お
く
と
風
通
し
が

悪
く
な
り
、
ほ
だ
木
周
囲
の
湿
度
が
高
く
な
る
。

雑
草
は
伸
び
れ
ば
何
回
で
も
刈
り
払
う
。
刈
り

今
月
の
シ
イ
タ
ケ
作
業

払
う
範
囲
は
‘
少
な
く
と
も
伏
せ
込
み
周
囲
か

ら
三
〕
ぃ
の
と
こ
ろ
ま
で
行
う
。
伏
せ
込
み
の
内

部
に
生
え
た
雑
草
も
‘
て
い
ね
い
に
抜
ぎ
取
り

風
通
し
を
は
か
る
。

〇
笠
木
の
調
節

裸
地
伏
せ
込
み
で
は
‘
笠
木
の
か
け
方
が
、

ほ
だ
木
の
で
き
具
合
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
笠
木

が
薄
い
と
‘
ほ
だ
木
温
度
は
容
易
に
四
十
度
C

以
上
に
な
り
、
高
温
障
害
を
起
こ
す
の
で
、
笠

木
を
補
充
し
て
庇
陰
度
を
八
五
打
前
後
（
日
光

が
チ
ラ
チ
ラ
入
る
程
度
）
に
保
つ
。
笠
木
が
不

足
す
る
場
合
は
‘
刈
り
払
っ
た
雑
草
‘
常
緑
広

葉
樹
、

竹
‘
ネ

ッ
ト
な
ど
を
使
う
。
逆
に
笠
木

が
厚
す
ぎ
る
と
‘
降
雨
が
ほ
だ
木
ま
で
届
き
に

V
V、
樹
皮
の
硬
化
を
招
く
恐
れ
も
あ
る
。

笠
木
は
西
日
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
、
長
く

張
り
出
す
。
張
り
出
し
部
分
が
垂
れ
下
が
っ
た

り
笠
木
が
落
ち
込
ん
だ
り
し
た
場
合
は
‘
風
通

し
を
妨
げ
過
湿
状
態
に
な
る
。
見
つ
け
し
だ
い
‘

も
と
の
水
平
状
態
に
直
す
。
竹
や
細
い
雑
木
で

張
り
出
し
部
分
を
支
え
る
と
‘
容
易
に
直
せ
る
。

■林
内
伏
せ
込
み

0
天
地
返
し
、
積
み
替
え

林
内
伏
せ
込
み
で
は
‘
必
ず
実
施
し
た
い
管

理
の
―
つ
。
は
だ
木
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て

材
内
水
分
を
均
一
に
し、

シ
イ
タ
ケ
菌
糸
の
伸

長
を
促
す
の
が
目
的
で
、
害
閑
の
繁
殖
を
抑
え

る
の
に
も
効
果
が
あ
る
。

梅
雨
時
期
ま
で
は
、
ほ
だ
木
間
隔
を
広
く
枕

も
高
め
に
し
て
組
み
‘
梅
雨
明
け
後
は
過
乾
燥

を
防
ぐ
た
め
や
や
低
め
に
組
み
直
す
の
が
原
則

で
あ
る
。
し
か
し
、
ほ
だ
木
の
水
分
状
態
‘
伏

原
木
の
不
足
や
高
騰
か
ら
、
最
近
で
は
原
木

造
成
を
手
が
け
る
生
産
者
も
増
え
て
き
た
。
原

木
は
植
え
っ
ば
な
し
‘
伐
り

っ
ぱ
な
し
で
は
‘

満
足
に
育
た
な
い
。
と
く
に
陽
樹
の
ク
ヌ
ギ
な

ど
は
雑
草
に
覆
わ
れ
る
と
、
著
し
く
生
長
が
遅

れ
た
り
枯
死
し
て
し
ま
う
。
管
理
を
よ
く
行
っ

原
木
づ
く
り

夏

場

の

原

木

管

理

せ
込
み
場
の
環
境
に
よ
っ
て
条
件
が
異
な
る
の

で
、
組
み
方
や
ほ
だ
木
の
間
隔
‘
枕
の
高
さ
な

ど
に
変
化
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
と
く
に
生

木
状
態
の
ほ
だ
木
と
か
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
林
な
ど

に
伏
せ
込
ん
だ
場
合
は
‘
梅
雨
明
け
後
も
高
く
‘

あ
ら
組
み
、
天
地
返
し
の
回
数
も
多
め
に
行
っ

て
ほ
だ
化
を
促
し
て
い
く
。

〇
庇
陰
の
調
節

常
落
混
交
林
、
落
葉
樹
林
な
ど
は
‘
伏
せ
込

み
場
と
し
て
の
庇
陰
状
態
の
良
い
場
所
が
多
い
。

し
か
し
、
マ
ツ
枯
れ
な
ど
で
部
分
的
に
庇
陰
不

足
の
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
観
察
や
管
理
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
林
な
ど
は
暗
く
な
り
が
ち
で

あ
る
。
春
先
に
は
適
し
た
庇
陰
状
態
で
あ
っ
て

も
、
梅
雨
を
過
ぎ
る
と
暗
く
な
っ
て
い
る
場
合

が
多
い
。
不
要
な
下
枝
は
打
ち
落
と
し
、
明
る

い
風
通
し
の
良
い
環
境
に
す
る
。
適
し
た
庇
陰

度
は
八

0
朽
く
ら
い
。

庇
陰
不
足
の
場
合
は
‘
庇
陰
下
に
移
動
す
る

か
笠
木
や
ネ

ッ
ト
で
直
射
日
光
を
避
け
る
。

ネ
ッ
ト
は
‘
ほ
だ
木
に
直
接
か
け
な
い
。

〇
雑
草
の
刈
り
払
い

環
境
の
良
い
伏
せ
込
み
場
ほ
ど
、
雑
草
が
伸

び
や
す
い
。
放
置
す
る
と
風
通
し
を
妨
げ
る
の

で
、
内
部
‘
林
縁
と
も
伸
び
し
だ
い
刈
り
払

、つ

■ほ
だ
場
の
環
境
整
備

乾
シ
イ
タ
ケ

夏
場
の
ほ
だ
場
管
理

■下
刈
り

て
、
原
木
の
生
長
を
促
そ
う
。

植
林
や
萌
芽
更
新
し
て
数
年
間
は
‘
雑
草
や

か
ん
木
に
覆
わ
れ
る
と
生
長
が
著
し
く
妨
げ
ら

れ
る
。
六
！
九
月
の
間
に
、
少
な
く
て
も
二
回

は
下
刈
り
す
る
。
と
く
に
植
林
直
後
の
原
木
は

雑
草
に
負
け
や
す
い
の
で
、
伸
び
れ
ば
何
回
で

も
行
い
た
い
。
刈
り
払
っ
た
雑
草
を
原
木
の
幹

付
近
に
置
く
と
、
虫
害
を
受
け
や
す
い
。
ま

た
‘
巻
き
つ
い
た
ツ
ル
も
‘
て
い
ね
い
に
取
り

除
く
。■萌

芽
の
整
理

萌
芽
の
整
理
は
、
原
木
の
生
長
を
は
か
る
う

え
で
欠
か
せ
な
い
。

―
つ
の
切
り
株
か
ら
十
i

三
十
本
萌
芽
し
て
く
る
が
、
こ
の
ま
ま
だ
と
養

分
が
分
散
し
て
生
長
が
劣
る
ば
か
り
か
、
風
通

し
を
妨
げ
て
害
虫
も
発
生
し
や
す
く
な
る
。
萌

芽
し
て
一
年
た
つ
と
、
だ
い
た
い
優
劣
が
つ
く

の
で
、
生
長
の
良
い
も
の
を
四
五
本
残
し
、

さ
ら
に
四
年
目
に
二
、

三
本
に
す
る
。

一
度
に

整
理
す
る
と
虫
害
や
風
害
を
受
け
て
、
枯
死
す

る
こ
と
が
あ
る
。

夏
場
は
‘
ほ
だ
木
の
休
養
期
間
で
あ
る
。
増

収
や
品
質
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
も
‘
環
境

整
備
に
つ

と
め
、
ほ
だ
木
が
十
分
休
養
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
秋
の
作
業
を
ス
ム
ー
ス

に
す
す
め
る
た
め
に
も
、
早
め
に
廃
ほ
だ
の
整

理
や
ほ
だ
場
の
庇
陰
調
整
を
実
施
し
て
お
こ

、つ

春
子
が
発
生
し
た
後
の
ほ
だ
木
は
‘

案
外
放

置
さ
れ
が
ち
に
な
る
も
の
。

こ
の
間
に
雑
草
に

覆
わ
れ
た
り
、
直
射
日
光
が
当
た
っ
て
大
切
な

ほ
だ
木
を
駄
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
雑
草
が

伸
び
た
ま
ま
で
は
風
通
し
が
悪
く
な
り
‘
害
菌

や
害
虫
の
生
息
地
に
な
る
。
ほ
だ
木
に
直
射
日

光
が
当
た
る
と
、
高
温
で
シ
イ
タ
ケ
菌
糸
が
衰

弱
し
、
ク
ロ
ボ
タ
ン
タ
ケ
な
ど
も
侵
入
し
や
す

い
。
雑
草
の
刈
り
払
い
や
庇
陰
対
策
を
早
め
に

子
う
。
ィー
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
林
の
暗
い
ほ
だ
場
で
は
‘
収

量
‘
品
質
と
も
低
下
す
る
の
で
、
九
月
上
旬
ま

で
に
枝
打
ち
や
間
伐
を
行
っ
て
お
く
。
庇
陰
度

を
七

0
1
八
0
訂
の
明
る
い
環
境
に
し
て
、
原

基
形
成
を
促
す
。

ほ
だ
木
を
組
ん
だ
ま
ま
お
く
と
材
内
水
分
に

か
た
よ
り
が
で
邑
発
生
に
も
ム
ラ
が
生
じ
る
。

と
く
に
四
年
以
上
の
古
ほ
だ
は
水
分
の
か
た
よ

り
が
大
き
い
の
で
、
天
地
返
し
や
ほ
だ
回
し
を

行
い
‘
材
内
水
分
を
均
一
に
し
て
い
く
。
ま
た
、

刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
菌
糸
の
伸
び
も
活
発
に

な
り
、
原
基
づ
く
り
に
役
立
つ
。
古
ほ
だ
の
発

生
は
作
柄
を
大
ぎ
く
左
右
す
る
の
で
、
必
ず
実

行
し
て
増
収
に
結
び
つ
け
よ
う
。

発
生
し
な
く
な
っ
た
廃
ほ
だ
は
夏
場
に
処
分

し
、
新
ほ
だ
の
ほ
だ
起
こ
し
に
備
え
る
。
最
近

で
は
‘
ほ
だ
場
に
適
し
た
場
所
が
少
な
く
な
り
‘

新
し
く
は
だ
場
を
殷
け
る
こ
と
も
む
ず
か
し
い
。

そ
の
た
め
に
‘
現
在
あ
る
ほ
だ
場
を
効
率
よ
く

使
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

廃
ほ
だ
の
処
分
は
‘
枝
打
ち
や
間
伐
な
ど
の
環

境
整
備
を
行
う
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
忙
し
く

な
る
前
に
、
実
行
し
て
お
き
た
い
。

■廃
ほ
だ
の
整
理

■古
ほ
だ
の
天
地
返
し
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肱川土場木材相場表 （単位オ当り：円）

第318回市 昭和58年 7月27日 県森連市より

長さ 末口径 I ス ギ ヒノキ マ ツ その他

7cmr 本 354 本 354
8cm上 67 67 松パルプ

4m 12cmJ:: 70 137 18cm上 60 未口 6cm上

18cm_l:: 79 144 24cmJ:. 75 26円

30cm上 128 266 30cmJ:102 雑パルプ
7cmT 本 196 本 196 未口 6cm上
8cm上 39 46 24円

3m 
llcm_l:_ 39 74 
13cm（二） 67 130 18cmJ:. 56 バ リ材

13cm（元） 116 207 24cmJ:. 67 材（松・杉・桧）

18cml:_-_ 67 126 30cmJ::. 74 長さ 2m

7cmT 本 39 本 39
未 口 3-6cm 

8cm上 18 18 1本70円
2m 
16cm_l:_ 39 74 13cmJ:.26 松ハリ材
30cm上 74 126 30cmJ:: 26 16cm-22cm 

6m 13cm（二） 74 207 3m 56円
13cm（元） 102 336 4m 67円

特選
13cm（二） 137 249 5m 84円

13cm（元） 249 546 6m 88円

足場 lm当り20-140円尺当り 7~47円

□ 原木不足か ら、特に松材は梁 ．桁材を中心に、わずかながら上昇。杉・桧材は、ばっとせず横這。

-―~j -==='乙「五一茸市J —
—• 

肱川町森林組合乾椎茸相場表
1.市売日……昭和58年7月26日
1.販売数量…… 80ケース 1,431. 9kg 

l．数量内容及び平均単価 単位（円）

こ 香 信 ド ン コ 特用バレ コーコ その他

数量(kg)8 8 6.3 6 5. 5 4 4 0. 7 3 9. 4 

比率（％） 61. 9 4.6 3 0.8 2.7 

平均単価 8,028 8,238 6,787 5,674 

l．銘柄別価格 単位（円）

名 柄 単 価 銘 柄 ， 単 価

大 厚 8,690 ドンコ小 7,940 

中厚上 徳用大葉 7,010 

中厚並 8,640 大バレ 6,510 
小 厚 8,580 特用中葉 7,290 
大ウ ス 8,100 中バレ 6,480 
中ウス上 特用小某 7,440 
中ウ ス並 8,100 小，，ゞレ 6,470 
4ヽ ウ ス 8,000 変形大

ジャミウス 7,700 変形小

ド ン コ大 8,390 色 落 5,670 
ドンコ中 8,150 コ コ

菌糸の伸長状態

ロ
生木状

冒
過乾燥

二

伏
せ
込
み
管
理

平
年
に
く
ら
ベ
一

週
間
ほ
ど
遅
く
梅
雨

に
入
り
ま
し
た
。
カ

ラ
梅
雨
気
味
で
降
水

量
も
少
な
い
よ
う
で

す
。
梅
雨
ー
夏
期
の

伏
せ
込
み
管
理
に
手

ぬ
か
り
が
な
い
よ
う

に
、
見
回
っ
て
下
草

の
刈
り
払
い
や
庇
陰

調
節
を
行
い
、
害
菌

の
発
生
に
も
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

新
植
ほ
だ
木
の
管
理

植
菌
し
て
三
、
四

か
月
た
ち
ま
し
た
か
、

菌
糸
の
伸
長
状
態
は

い
か
が
で
す
か
。
ま

だ
外
観
か
ら
で
は
判

断
し
に
く
い
も
の
で

す
が
、
樹
皮
を
剥
い

だ
り
切
断
す
る
と
簡

単
に
わ
か
り
ま
す
。

七
月
下
旬
の
伸
長
状

態
は
、
適
期
作
業
し

シ
イ
タ
ケ
生
産
者
の
皆
様
へ
”
.

た
コ
ナ
ラ
の
場
合
、
す
で
に
駒
と
駒

の
間
が
接
合
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

生
木
状
態
の
ほ
だ
木
に
つ
い
て
は
‘

ほ
と
ん
ど
伸
長
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
ほ
だ
木
は
、
間
隔
を
十
分

に
と
っ
て
風
通
し
を
は
か
り
、
材
の

乾
燥
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

伸
長
状
態
の
良
い
ほ
だ
木
も
、
梅
雨

明
け
頃
に
天
地
返
し
や
積
み
替
え
を

行
い
、
菌
糸
の
伸
長
を
促
し
ま
し
ょ

う
。
乾
き
す
ぎ
た
は
だ
木
は
、
低
め

に
組
み
替
え
て
お
き
ま
す
。

今
年
植
菌
し
た
は
だ
木
は
、
降
雨

が
少
な
め
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
害
菌

の
発
生
も
少
な
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
今
後
も
む
し
暑
さ
が
続
く
の
で
、

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

裸
地
伏
せ
込
み
で
は
‘
伏
せ
込
み

周
囲
の
雑
草
の
刈
り
払
い
と
笠
木
の

補
充
を
し
て
く
だ
さ
い
。
林
内
伏
せ

込
み
で
は
、
ほ
だ
木
の
天
地
返
し
（
積

み
替
え
）
を
行
い
、
雑
草
の
刈
り
払

い
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お

カ
シ

・
シ
イ
・
シ
デ
・
ク
リ
の
小
径

木
な
ど
は
極
端
に
乾
燥
に
弱
い
の
で
、

梅
雨
明
け
後
は
低
め
に
組
み
替
え
ま

し
ょ
う
。

八
月
は
‘
一
年
中
で
い
ち
ば
ん
暑
い
月
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
暦
の
上
で
は
‘
月
初

め
に
立
秋
を
む
か
え
ま
す
。
炎
暑
の
さ
中
に

も
‘
し
の
び
よ
る
秋
の
気
配
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
‘
夏
野
菜
は
七
月
の
き
ゅ
う

り
・
ト
マ
ト
の
地
も
の
が
下
り
坂
と
な
り
ま

す
。
で
も
‘
な
す
は
ま
だ
ま
だ
息
が
長
く
‘

当
分
煮
も
の
・
汁
も
の
・
漬
け
も
の
と
、
こ

厄
介
に
な
り
ま
す
。

今
月
は
細
身
の
夏
大
根
が
市
場
に
出
回
っ

て
い
ま
す
。
朝
の
食
事
に
大
根
お
ろ
し
は
い

か
が
で
す
か
。
食
が
す
す
み
ま
す
。
夏
大
根

は
日
持
ち
が
悪
く
‘
一
日
お
く
と
す
が
入
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
一

晩
お
く
と
き
は
‘
必
ず

嘩
雇
の
黙
入
れ
に
し
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

す
の
入
っ
て
い
る
の
は
、
お
ろ
し
て
も
汁
の

実
に
し
て
も
お
い
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

買
っ
と
き
に
は
‘
葉
茎
を
折
っ
て
筋
の
白

く
浮
い
た
よ
う
に
見
え
る
も
の
は
‘
だ
い
た

い
す
が
入

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
‘
ひ
げ
根

の
多
い
も
の
や
、
首
の
部
分
の
黒
ず
ん
で
い
る

も
の
は
さ
け
て
く
だ
さ
い
。
葉
も
身
も
み
ず

み
ず
し
く
は
り
の
あ
る
も
の
が
よ
い
品
で
す
。

夏
こ
そ
新
鮮
第
一
で
買
物
を
し
て
下
さ
い
。

原
木
林
の
下
刈
り

陽
樹
の
ク
ヌ
ギ
な
ど
は
、
雑
草
で

覆
わ
れ
る
と
生
長
を
著
し
く
阻
害
さ

れ
ま
す
。
植
林
や
萌
芽
更
新
し
た
原

木
林
は
、
下
刈
り
や
萌
芽
の
整
理
を

行
い
、
生
長
を
促
し
ま
す
。
秋
に
伐

採
す
る
原
木
林
も
、
い

ま
の
う
ち
に

下
刈
り
を
し
て
お
く
と
、
秋
の
労
力

が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

真
夏
に
あ
す
す
め
す
る

食

品
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ユズ ク
リ 今

月
の
果
樹
の
病
害
虫
限
除
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

果
樹
の
病
害
虫
防
除

日
ゴ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ
の
防
除

八
月
上
中
旬
か
ら
十
日
以
内

の
間
隔
で
ニ
ー
三
回
エ
ル
サ

ン
粉
剤
を

1
0
a
当
り

6
1
1
2

kg
か
、
エ
ル
サ
ン
乳
剤
圃
倍

を
散
布
す
る
。

曰
黒
点
病
の
防
除

今
後
果
実
へ
の
感
染
発
病
か

多
く
な
る
。
降
雨
の
多
い
と

き
は
十
分
注
意
す
る
。

防
除
薬
剤
は
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ

ン
600
倍
か
エ
ム
ダ
イ
フ
ァ
ー

600
倍
を
使
用
す
る
。

口
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除

エ
ル
サ
ン
乳
剤
暉
倍
を
二
週

間
お
き
に
二
回
散
布
す
る
。

国
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
駆
除

成
虫
は
捕
殺
、
幼
虫
は
食
入

穴
ヘ
ス
ミ
チ
オ
ン
を
注
入
す

る。

国
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
の
防
除

ト
ー
ラ
ッ
ク
乳
剤

800
倍
か
、

ケ
ト
ー
ラ
ッ
ク
乳
剤
暉
倍
を

す
る
。

ケ
ル
セ
ン
乳
剤

■
倍
を
散
布

一
、品

種

二
、
作
型

畑

1
0
a
当
た
り

60叫

る。

J
 

き
ゅ
う
り
跡
作
に

□
—
プ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を

I
.

日
カ
キ
ヘ
タ
ム
シ
の
防

曰
ハ
マ
キ
ム
シ
類
・
コ
ウ
モ
リ
ガ

幼
虫
・
カ
メ
ム
シ
類
の
防
除

ス
ミ
チ
オ
ン
水
和
剤
暉
倍
を

散
布
す
る
。

な
お
、
コ
ウ
モ
リ
ガ
の
幼
虫

除

は

枝

を

わ

た

っ

て

あ

る

＜

で

ス

ミ

チ

オ

ン

暉

倍

を

八

月

中

新

し

い

枝

に

食

い

入

る

前

に

旬

に

散

布

す

る

。

防

除

す

る

。

v
>
v
>
v
>
v
>
v
>
v
>
v
>
v
>
v
>
v
v
>
v
>
v
>
 

フ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
作
っ
て
夏

き
ゅ
う
り
跡
地
や
休
闊
農
地
の

有
効
な
利
用
と
所
得
の
拡
大
を

進
め
よ
う
。

『
緑
洋
』
…
…
早
生
の
代
表
的
な
品

種
は
種
か
ら
収
穫
ま
で
の
日
数
は
‘

八
月
上
旬
ま
き
で
九
十
日
前
後
で
あ

る。
花
ら
い
は
よ
く

し
ま
り
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
感
が
あ
り
、
品

質
は
す
ぐ
れ
て
い

る。
草
た
け
は
低
く
‘

葉
は
や
や
大
型
で
、

茎
が
太
く
が
っ
ち

り
と
し
て
い
る
。

は
種
量
は
、
本

（
三
袋
）

カ
キ

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

で
あ

作
型
は
、
八
月
上
旬
ー
八
月
中
旬

に
は
種
し
、
三
十
ー
三
十
五
日
の
育

苗
日
数
で
八
月
下
旬
ー
九
月
中
旬
に

定
植
し
、
十
一
月
上
旬
か
ら
三
月
下

旬
ま
で
収
穫
す
る
夏
ま
ぎ
型
で
あ

る。
1
0
a
当
た
り
の
目
標
収
量
は
、
闊

コつ-ドア嘘コ

こ
の
作
型
で
最
も
注
意
し
た
い
の

は
、
育
苗
期
の
立
枯
れ
症
で
あ
る
。

メ
チ
ル
ブ
ロ
マ
イ
ド
剤
に
よ
る
は
種

床
と
移
植
床
の
土
壌
消
毒
は
か
な
ら

ず
実
施
し
た
い
。

ま
た
、
は
種
か
ら
定
植
ま
で
の
期

間
が
高
温
乾
燥
期
で
あ
る
た
め
移
植

時
や
定
植
時
の
植
い
た
み
が
出
や
す

い
の
で
苗
の
取
り
扱
い
は
で
き
る
だ

け
て
い
ね
い
に
行
い
、
さ
ら
に
移
植

の
後
は
活
着
す
る
ま
で
カ
ン
レ
イ

シ
ャ
で
日
よ
け
を
し
て
初
期
の
生
育

を
良
く
す
る
こ
と
が
増
収
の
秘
訣
で

あ
る
。な
お
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
苗
は
徒

長
し
や
す
い
の
で
遅
れ
な
い
よ
う
に

間
引
き
を
行
う
こ
と
や
、
ベ
ト
病
・

ア
オ
ム
シ
類
な
ど
の
病
害
虫
防
除
を

几
帳
面
に
実
施
す
る
こ
と
か
大
切
で

あ
る
。く

わ
し
く
は
、
農
協
営
農
課
ま
た

は
農
業
改
良
普
及
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

三
、
栽
培
上
の
注
意
点

kgである。

中野尾月正予子林 小 大 9 月9 月9 ， ， 月9 月9 月9 月9 月9 月9 月9 月9 月9 月9 月9 月9 月9 L 
津山藪 谷 p 月 16 醤油 月 29 28 27 22 21 20 14 13 12 8 7 6 1 ..... 

・ガ 日日 日日日日日日日日日日日日日

小岩居谷中大駄 汗 肱 ス ⑥徐 （木）体） （灼（木）体） （灼（水） （灼（月） （木） （水） （灼けり

宇小 配
宇津中野尾月大岩宇宇津中野尾月大岩宇宇

(/l倉19 ） 3徐圏1谷60 （仕21月60 ）） 困2馬87 （2生5月0） 2困2圏栄122 配達定予

和藪 達
川．予

和． 谷谷和和． 谷谷和和

方岩定

因（灼（月）日 面谷日 南 面面北南 面面北南
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涵r〗
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町
内
の
五
つ
の
幼
稚
園
児
•
四
十
七

名
が
参
加
し
た
「
合
同
お
と
ま
り
保
育
」

が
七
月
二
十
六
日
と
二
十
七
日
の
二
日

間
‘
御
在
所
自
然
の
森
で
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 こ
の
お
と
ま
り
保
育
は
‘
今
年
で
二

回
目
で
、
野
外
活
動
と
し
て
取
り
く
む

の
は
、
県
下
で
も
あ
ま
り
な
い
よ
う
で

す
。現

在
、
肱
川
町
に
は
五
つ
の
幼
稚
園

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
園
児
数

が
少
く
、
子
ど
も
達
の
集
団
生
活
や
活

動
が
不
足
気
味
で
す
。
そ
こ
で
年
間
、

， 
「991「l9999 ■ 99999 9 99 9.  -

i ,し,t晒
・¥"'-"-、ヨ・
Ì』

何
回
か
は
、
合
同
の
事

業
を
組
ん
で
補
っ
て
い

ま
す
が
、
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
と
離
れ
て
宿

泊
す
る
の
は
、
こ
の
行

事
だ
け
で
す
。
子
ど
も

達
に
と
っ
て
は
ま
さ
に

生
ま
れ
て
は
じ
め
て
の

大
冒
険
と
い
う
わ
け
で

す
。午

前
九
時
三
十
分
に

マ
イ
ク

ロ
バ
ス

で
、
自

然
の
森
に
到
着
。
結
団

式
で
自
己
紹
介
や
先
生

の
注
意
を
聞
い
て
‘
御

在
所
山
登
山
に
挑
戦
。

一
キ
ロ
の
山
道
を
元
気
い
っ
ば
い
に
頑

張
り
、
全
員
が
の
ぼ
り
ま
し
た
。
子
供

達
よ
り
は
‘
む
し
ろ
先
生
方
の
方
が
バ

テ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

こ
の
頃
ま
で

は
表
情
も
固
そ
う
で
し
た
が
、
午
後
の

広
場
で
の
自
由
遊
び
の
頃
に
な
る
と
幼

稚
園
の
区
別
も
な
く
、
大
は
し
ゃ
ぎ
で

し
た

。

ド
ロ

ン

コ
に
な
っ
て
ー
~

。

普
段
、
家
庭
で
も
こ
う
ゆ
う
伸
び
伸

び
と
し
た
姿
が
見
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

゜

ヵ
子
ど
も
達
は
創
造
力
が
あ
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
遊
び
の
中
に
よ
く
表
わ
れ
る
と

どろんこになって…• ••

ヽ
ぃ
り
＜
ぃ
り
＜
い

""vい
”
Vい
”
Vぃり
＜い＂
り＜い＂＂＜い

”
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幼
稚
園
合
同
お
と
ま
り
保
育
ー

婦
人
バ
レ
—
は

上
鹿
野
川

みごとなチームワークで……

2年ぶり正山 A

男
子
バ
レ
—
は

下
鹿
野
川

八
月
七
日
に
肱
中
で
開
催
し
た
少
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
八
チ
ー
ム
の

参
加
が
あ
り
、
熱
戦
を
展
開
し
た
が
、

正
山
A
が
二
年
ぶ
り

に
優
勝
し
た
。

準
優
勝
は
、
中
央
A

（
中
野
・
小
藪
・

大
栄
）
で
し
た
。

七
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、

肱
中
体
育
館
で
開
催
し
た
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
は
‘
十
ニ
チ
ー
ム
で
行
い
、

上
鹿
野
川
が
優
勝
し
た
。

八
月
三
日
か
ら
十
一
日
ま
で
開
催
し

た
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
十
二

チ
ー
ム
の
参
加
で
行
い
、
下
鹿
野
川
が

優
勝
し
た
。

正
山
A
が
優
勝

ー
少
年
ソ
フ
ト
大
会
1

復活した上鹿野川

い
わ
れ
ま
す
。

子
供
達
の
芽
を
す
く
す
く
と
の
ば
し

て
や
る
工
夫
や
努
力
が
大
切
で
し
ょ
う
。

夜
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や

花
火
を
し
ま
し
た
。
子
供
達
の
小
さ
な

胸
に
、
大
き
な
思
い
出
と
し
て
残
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

先
生
方
も
幼
稚
園
で
は
、
限
ら
れ
た

面
し
か
接
し
て
お
ら
ず
、
園
児
達
の
す

こ
や
か
な
寝
顔
を
見
た
の
は
は
じ
め
て
。

そ
れ
だ
け
で
も
、
こ
の
事
業
を
計
画
し

て
よ
か
っ
た
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
肱
川
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
宝

た
ち
を
、
た
く
ま
し
い
肱
川
っ
子
に
育

て
て
い
く
事
が
私
達
の
大
き
な
使
命
で

す。
「
来
年
も
、
も
っ
と
工
夫
し
て
、
素

晴
ら
し
い
お
と
ま
り
保
育
を
実
施
し
た

い
。」
と
先
生
方
は
語

っ
て
お
ら
れ
ま
し

こ。f
 

或
る
日
、

A
さ
ん
が
、
飼

料
を
刈
っ
て
い
る
と
、
飼

料
畑
へ
巣
ご
も
っ
て
い
た

雉
生
が
、
人
に
驚
い
て
飛

び
立
っ
た
。
巣
の
中
に
は

雉
子
の
卵
が
六
ヶ
あ
っ
た
。

丁
度
そ
の
時
、

A
さ
ん
の

チ
ャ
ボ
が
卵
を
温
め
て
い

た
の
で
、
雉
子
の
卵
を
入
れ
一
諸
に

か
や
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ

が
チ
ャ
ボ
の
雛
が
先
に
出
来
‘
雉
子

の
卵
は
抱
か
な
く
な
っ
た
の
で
今
度

は
B
さ
ん
宅
の
チ
ャ
ボ
に
抱
か
せ
て

も
ら
っ
た
。
数
日
後
に
雉
子
の
雛
が

三
羽
生
れ
た
の
で
あ
る
。
私
は
A
さ

ん
の
雉
子
を
も
ら
い
、

B
さ
ん
か
ら

チ
ャ
ボ
を
借
り
て
育
て
る
こ
と
に
し

た
。
昼
間
は
金
綱
の
箱
へ
入
れ
、
夜

は
箱
を
替
え
て
家
の
中
で
寝
か
さ
せ

た
。
雉
子
は
動
物
性
の
蛋
白
を
好
む

と
聞
き
‘
虫
を
と
っ
て
朝
・
昼
・
晩

と
三
回
宛
毎
日
与
え
た
。
水
と
青
い

物
は
き
ら
さ
な
い
様
に
し
、
我
が
子

を
育
て
る
様
に
し
て
育
て
た
。
一
ヶ

月
以
上
経
っ
た
の
で
親
を
分
け
る
こ

と
に
し
た
。
「
さ
あ
、
お
母
さ
ん
と

は
今
日
で
お
別
れ
だ
よ
」
私
は
雉
子

達
に
言
い
聞
か
せ
る
様
に
言
っ
て
親

を
箱
か
ら
出
す
と
親
鳥
は
子
と
の
別

れ
を
惜
ん
で
か
コ

ッ
コ
ッ
と
鳴
く
の

で
あ
っ
た
。
雉
子
の
子
も
親
を
慕
う

の
か
チ
ィ
ー
チ
ィ
ー
と
鳴
い
て
い

た
。
私
は
車
で
、

B
さ
ん
の
家
へ
親

を
返
し
に
行
っ
た
。
親
鳥
を
庭
に
放

っ
と
親
鳥
は
餌
を
口
に
く
わ
え
て
、

コ
ッ
コ
ッ
／
＼
／
＼
と
子
雉
子
を
呼

ファインダー隠書
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火の神からの献火

青
少
年
の
健

全
育
成
を
進
め

る
た
め
、
い
ろ

い
ろ
な
機
会
、

い
ろ
い
ろ
な
団

体
‘
場
所
で
い

ろ
い
ろ
な
活
動

が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

P
T
A
や
愛

護
班
で
も
‘
親

と
子
の
ふ
れ
合

い
行
事
と
し
て
、

海
水
浴
や
ク
リ

ス
マ
ス
の
集
な

ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
、
原
点
に

帰
っ
て
考
え
て

み
ま
す
と
、
も

う
一
度
、
子
供

会
活
動
を
見
直

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

子
供
会
と
い
う
の
は
、
日
頃
の
遊
び

友
達
を
組
織
化
し
て
、
楽
し
い
遊
び
や

話
し
合
い
‘
奉
仕
、
学
習
な
ど
の
活
動

［子供会活動を見直そ
リーダー研修会

う］

を
通
し
て
、
心
身
と
も
に
り
っ
ば
な
社

会
人
に
な
る
た
め
の
子
供
達
の
自
主
的

な
集
ま
り
で
す
。

日
頃
行
わ
れ
て
い
る
子
供
会
の
行
事

を
よ
く
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
愛
護
班

や
大
人
の
方
達
が
あ
ま
り
に
も
、
お
ぜ

ん
立
て
を
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
、
な

い
で
し
ょ
う
か
。

計
画
か
ら
実
施
ま
で
、
子
供
達
に
で

き
る
だ
け
や
ら
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。
時

間
は
か
か
り
ま
す
が
、
子
供
達
の
自
主

性
が
養
わ
れ
ま
す
。

今
、
家
庭
で
は
子
供
の
数
が
少
く
‘

親の願い

学習活動……

縦
集
団
の
体
験
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

子
供
会
活
動
に
よ
っ
て
、
先
輩
・
後
輩

の
関
係
、
横
の
つ
な
が
り
、
社
会
の
ル
ー

ル
な
ど
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
す
。

も
う
一
度
、
子
供
会
の
あ
り
方
を
考

美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
、
自
然

に
恵
ま
れ
た
環
境
へ
、
嫁
い
で
来

て
、
早
く
も
三
人
の
子
の
母
親
に

な
り
ま
し
た
。
毎
日
／
＼
が
、
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
一
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
長
男

に
、
目
が
離
せ
な
く
、
お
姉
ち
ゃ
ん

達
の
事
は
後
廻
し
に
な
っ

〗[
[
[
[
O

く

言
わ
れ
、
ち
ょ
う
ど
、

私
の
子
供
も
そ
の
中
に
有
り
、
今

の
躾
の
有
り
方
で
、
将
来
、
非
行

少
年
や
少
女
に
さ
せ
て
は
大
変
で

す
。
時
に
は
‘
き
び
し
く
怒
鳴
る

事
も
し
ば
し
ば
。
し
か
し
、
ほ
ん

の
さ
さ
い
な
事
で
怒
鳴
り
散
ら
し
、

反
省
さ
せ
ら
れ
る
事
も
有
り
、
も
っ

と
冷
静
に
な
り
、
や
さ
し
く
、
子
供
の

気
持
ち
（
甘
え
た
い
）
も
理
解
し
て
や

ら
ね
ば
と
思
う
。

こ
れ
は
、
私
の
理
想
論
で
す
が
、
小

さ
い
時
か
ら
、
自
分
で
出
来
る
事
は
自

分
で
さ
せ
る
。
出
来
な
く
て
も
、
一
応

は
努
力
さ
せ
て
み
る
。
い
つ
ま
で
も
手

伝
っ
て
い
た
の
で
は
自
立
心
は
出
来
ま

せ
ん
。
何
事
に
も
甘
え
が
生
じ
、
人
を

当
て
に
す
る
様
に
な
り
、
学
校
へ
行
っ

て
も
、
自
主
的
に
勉
強
し
な
い
。
社
会

に
出
て
も
同
じ
事
で
あ
ろ
う
。

小
さ
い
時
が
肝
心
で
す
。

そ
れ
と
、
親
が
万
引
き
を
し
て
い
る

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

II

子
供
会
の
内
部
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
“

を
目
的
に
、
教
育
委
員
会
と
町

P
T
A

連
合
会
が
、
七
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日

の
二
日
間
、
御
在
所
自
然
の
森
で
、
子

供
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

各
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
三
十
名
の
リ
ー

ダ
ー
は
、
積
極
的
に
活
動
し
、
学
習
し
、

大
き
な
成
果
が
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
会
で
、
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

愛
護
班
の
方
々
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導

を
お
願
い
し
ま
す
。

の
を
見
て
育
っ
た
子
供
は
同
じ
く

万
引
き
を
良
く
す
る
そ
う
で
す
が
、

璽
心
の
判
断
も
出
来
な
い
の
で
し
ょ

う
。
子
供
は
、
親
の
言
う
様
に
言

い
、
す
る
様
に
し
ま
す
。
何
も
か

も
が
鏡
に
な
り
、
お
手
本
に
な
る

の
で
す
。
動
物
き
対
す
る
や
さ
し

さ
も
必
要
で
す
し
、
家

旅
皆
に
対
す
る
愛
情
も

必
要
な
の
で
す
。
両
親

子美貴
の

仲

は

い

つ

も

良

く

‘

山

本

一

生

懸

命

に

働

く

姿

を

森

宮

示

し

て

や

る

。

そ

れ

が

、

私
に
と
っ
て
、
最
良
の

上

躾
に
な
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
笑
顔
は
誰
が
見
て
も
い

い
も
の
で
す
。
笑
顔
い
っ
ぱ
い
あ

ふ
れ
る
。
思
い
や
り
の
あ
る
子
に

育
っ
て
欲
し
い
。
又
、
私
も
そ
う

あ
り
た
い
と
思
う
。

次
は
中
居
谷
の
永
田
喜
洋
さ
ん

に
お
願
致
し
ま
す
。

II

カ
ラ
オ
ケ
II

愛
好
者
集
ま
れ

ん
で
餌
を
与
え
様
と
す
る
の
で
あ

る。

B
さ
ん
に
礼
を
言
っ
て
、
家
に

帰
っ
て
み
る
と
子
雉
子
達
は
さ
も
淋

し
そ
う
に
口
を
大
き
く
開
け
て
、

チ
ィ
ー
チ
ィ
ー
と
鳴
き
な
が
ら
親
鳥

を
呼
ん
で
い
た
。
同
じ
鳥
の
仲
間
と

は
い
え
人
間
の
家
で
飼
わ
れ
て
い
る

チ
ャ
ボ
の
親
が
、
山
で
棲
ん
で
い
る

雉
子
の
子
を
、
僅
か
一
ヶ
月
余
り
の

間
、
育
て
た
こ
と
に
よ
っ
て
肉
親
同

様
の
親
子
の
愛
情
が
出
来
て
い
る
と

は
．
．
、
私
は
胸
の
奥
に
何
か
熱
い
も

の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

今
問
題
に
な
っ
て
い
る
少
年
の
非
行

問
題
に
し
て
も
、
唯
頭
か
ら
子
供
達

が
悪
い
と
き
め
て
か
か
る
前
に
、
家

庭
や
社
会
の
温
い
愛
情
が
必
要
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
、
（
西
）

夏
祭
り
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
、
大
変

盛
況
で
し
た
。
町
内
に
も
た
く
さ
ん
の

”
の
ど
自
慢
“
が
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
者
に
よ
る
ク

ラ
ブ
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

上
手
・
下
手
で
な
く
、
好
き
な
歌
を
楽
し

く
う
た
い
、
心
を
洗
お
う
と
い
う
趣
旨
で

す
。
参
加
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方

は
、
公
民
館
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
あ
る
程
度
、
人
数
が
そ
ろ
っ

た
と
こ
ろ
で
、
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

正
式
に
発
足
す
る
予
定
で
す
。

〇
申
込
み
先
肱
川
町
公
民
館

T
E
L
（
二
三

0
七）
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照 ． 御
家
老
屋
敷
・
ニ
の
丸
に
和
気
ヨ
シ

ミ
家
か
あ
り
、
豊
勝
系
譜
下
の
名
門
で

あ
る
か
、
こ
こ
に
テ
ヌ
ク
メ
石
と
い
う

家
賓
が
あ
る
。．
 

●

天

地

久

●

和

気

定

言

淋

子

邑

六
万
八
千
石

日

月

元

巾ぃの
文
字
の
意
味
は
、
「
律
令
国
家
の
貴
族

和
気
家
淋
子
に
於
て
六
万
八
千
石
を
所

領
す
。
天
地
伐
久
、
日
月
続
く
限
り
語

り
伝
え
よ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

祭
り
や
仏
事
に
集
る
一
族
は
‘
先
祖

の
残
し
た
テ
ヌ
ク
メ
石
を
み
つ
め
て
感

激
も
し
、
安
堵
し
て
、
ま
た
会
う
日
の

た
の
し
み
の
た
め
に
‘
一
族
の
キ
ズ
ナ

を
た
し
か
め
合
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

IJ

大
河
の
末
、
細
流
に
及
ば
ず
IJ

の
諺

の
如
く
、
律
令
期
の
貴
族
官
史
で
あ
り
、

平
安
期
に
美
作
の
国
守
で
あ
っ
た
和
気

氏
、
下
剋
上
の
戦
国
期
に
あ
っ
て
も
和

気
郡

一
万
三
千
石
の
大
守
で
あ
っ
た
が
、

成

勝

修

理

太

夫

播

摩

守

出

雲

守

（

粟

井

城

）

（

松

の

久

保

）

（

天

正

七

年

戦

死

・

於

松

の

久

保

）

越
前
守

正

勝

豊

子

家

に

至

る

権

之

助

豊

勝

土

居

・

和

気

・

桧

田

に

至

る

勝
|
]
ロ

テヌクメ石

ムクの大木

秀
吉
の
四
国
平
定
後
に
武
士
と
し
て
残

る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
川
辺
の
各
地
で

名
門
豪
族
と
し
て
帰
農
し
て
ゆ
く
。

世
の
中
は

「
運
根
鈍
」
と
い
う
。
運

と
根
気
が
あ
れ
ば
人
間
少
々
手
前
で
も

出
世
す
る
ら
し
い
。
又
、
「
一
引
ニ
オ
」

と
も
い
う
。
少
々
賢
い
よ
り
も
時
の
権

力
者
に
知
合
が
あ
る
方
が
好
都
合
で
あ

る。
だ
が
、
和
気
氏
は
、
戦
国
時
代
を
一

生
懸
命
に
生
き
抜
い
た
だ
け
で
、
運
も

引
も
な
く
、
庶
民
の
生
活
に
帰
ら
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
和
気
氏
だ
け
で
な
く
‘

こ
の
あ
た
り
の
戦
国
大
名
の
凡
て
が
そ

う
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、
和
気
氏
は
千
余

年
前
の
奈
良
朝
に
明
星
の
如
く
輝
い
た

清
麻
呂
が
あ
ま
り
に
も
有
名
な
の
で
、

格
別
に
そ
の
終
末
が
悲
し
く
感
じ
ら
れ

る。
今
‘
御
家
老
屋
敷
を
訪
れ
ば
、
堀
り
切
っ

た
空
堀
の
胸
壁
、
上
に
ム
ク
の
大
木
が
天

空
に
盗
え
て
こ
の
屋
敷
が
出
来
て
か
ら
で

も
四
百
年
と
い
う
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
る
。

兵
事
門
と
い
う
大
手
門
に
近
づ
け
ば
、

タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
の
彼
方
よ
り
、
戦
国
武

者
か
と
び
出
し
て
来
て
‘
咎
め
ら
れ
そ
う

な
気
が
す
る
。
屋
敷
の
中
で
は
洋
装
の
麗

人
が
住
ん
で
居
ら
れ
る
な
ど
、
と
て
も

出
番
で
すI
．
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん

〇
親
の
お
ち
い
り
や
す
い
問
題
点

幼
少
期
の
子
供
の
お
父
さ
ん
は
社
会
の
中

核
と
し
て
働
き
‘
子
供
と
の
接
触
時
間
が
短

V
、
子
供
と
遊
ぶ
余
暇
の
な
い
こ
と
が
多
い

も
の
で
す
。

一方
‘
子
供
と
遊
ぶ
よ
り
も
自

分
の
趣
味
に
時
間
左
費
や
し
、
子
供
と
の
遊

び
方
を
知
ら
な
い
お
父
さ
ん
が
い
ま
す
。

「
お
父
さ
ん
‘
遊
ん
で
」
。
子
供
と
お
父

さ
ん
の
間
は
、
お
母
さ
ん
の
問
の
よ
う
に

密
着
し
た
関
係
と
は
異
っ
た
距
離
の
あ
る

こ
と
を
子
供
は
感
知
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
子
供
は
た
く
ま
し
い
父
親
と
遊
ぶ

こ
と
を
待
望
し
て
い
る
の
で
す
。
遊
ん
で
や

る
と
い
う
気
持
を
起
こ
さ
な
い
で
、
一
諸
に

本
気
で
遊
べ
ば
い
い
の
で
す
。
遊
び
終
っ
た

ら
父
親
の
位
置
に
返
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
若
い
お
父
さ
ん
は
そ
れ
が
で
き
に
く
く
‘

い
つ
ま
で
も
ナ
供
と
べ
た
べ
た
と
し
て
い
る

か
ら
子
供
か
ら
み
て

「う
ち
に
お
母
さ
ん
か

二
人
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

幼
少
期
の
子
供
は
母
親
を
通
じ
て
、
そ

想
像
出
来
そ
う
に
も
な
い
。
古
色
蒼
然

た
る
武
家
屋
敷
の
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。

戦
闘
死
亡
‘
依
久
、
寂
蓼
、
狐
独
、

哀
愁
‘
墓
標
、
霊
魂
、
無
、
空
‘
系
譜
‘

責
任
、
生
活
、
現
実
：
・
…
。
文
章
に
な

ら
な
い
単
語
が
限
り
な
く
去
来
す
る
御

家
老
屋
敷
の
門
前
で
あ
る
。

※
先
月
号
の
写
真
説
明
で
、
和
気
豊
子

さ
ん
宅
と
あ
る
の
は
、
和
気
ヨ
シ
ミ

さ
ん
宅
の
ま
ち
が
い
で
し
た
。
お
わ

び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

⑦
 

の
後
に
い
る
父
親
と
接
す
る
の
が
自
然
の

姿
で
す
が
、
時
々
は
前
面
に
出
て
父
子
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
必
要
で
す
。

お
父
さ
ん
／
．
父
親
と
し
て
子
供
さ
ん

と
遊
ん
で
下
さ
い
。

最
近
の
子
供
は
‘
一
般
に
不
器
用
で
ナ

イ
フ
や
ハ
サ
ミ
も
う
ま
く
使
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
‘
鉛
筆
削
り
器
や
プ
ラ
モ
デ
ル
な

ど
「
便
利
な
も
の
」
が
普
及
し
て
、
子
供

が
手
抜
ぎ
を
す
る
こ
と
を
お
ぽ
え
た
か
ら

だ
と
‘
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

屑
な
こ
と
は
よ
い
こ
と
だ
‘
と
い
う
の

は
、
大
人
の
発
想
で
す
。
し
か
し
‘
子
供
は
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
子
供
は
‘
自
分
の
手

を
ド
ロ
ン
コ
に
し
‘
組
み
立
て
た
り
‘
こ
わ
し

た
り
、
作
り
直
し
た

nす
る
活
動
の
中
に
、
自

由
と
喜
び
を
見
出
し
、
そ
の
手
ご
た
え
に

よ
っ
て
「
自
分
自
身
」
を
実
感
す
る
の
で
す
。

服
を
着
る
の
が
遅
い
、
宿
題
が
な
か
な

か
解
け
な
い
。
と
い
っ
て
は
‘
い
ち
い
ち

か
た
が
わ
り
し
て
や
る
お
母
さ
ん
が
い
ま

す
。
つ
ま
り
‘
母
親
と
い
う
「
便
利
な

道
具
」
さ
え
あ
れ
ば
子
供
は
な
に
も
し

な
く
て
よ
い
わ
け
で
す
。
ね
ば
り
強
く

考
え
た
り
‘
汗
を
流
し
て
悪
戦
苦
闘
す

る
こ
と
も
な
い
の
で
す
。
そ
の
か
わ
り
‘

子
供
は
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
‘
ひ

弱
に
な
っ
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
‘
一
体
だ
れ
の
罪
と
い
う
べ
き

で
し
ょ
う
か
。

お
母
さ
ん
／
．
「
便
利
な
道
具
」
に
な

ら
な
い
で
ー
。
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”
絵
画
II

に

挑
戦
I
.

了

P,
＇,l

親子で映画を見るタベ

家
庭
の
中
で
、
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

と
子
供
達
の
明
る
い

会
話
が
聞
こ
え
て
く

る
と
ほ
の
ぽ
の
と
し

た
気
持
に
な
っ
て
き

ま
す
。

そ
ん
な
話
し
合
い

の
あ
る
家
庭
で
の
ひ

と
つ
の
話
題
に
な
れ

ば
と
企
画
し
ま
し
た

Ii

夏
休
み
・
親
子
で
映

画
を
見
る
タ
ベ
II

は‘

八
月
十
二
日
に
行
い

ま
し
た
が
、
約
二
百

人
の
親
子
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

犬
と
人
間
の
ふ
れ

合
い
、
つ
な
が
り
を
描

い
た

”名
犬
ラ

ッ
シ
ー
“

を
一
本
目
に
上
映
し
て
、

そ
の
後
、
公
民
館
長
か

ら
、
映
画
を
見
る
目
・

姿
勢

・
考
え
を
話
し
て

い
た
だ
き
、
二
本
目
の

”
せ
ん
せ
い

“
に
入
り
ま

し
た
。

先
生
と
子
供
達
と
の

ふ
れ
合
い
、
そ
し
て
先

生
の
死
を
通
し
て
平
和

の
大
切
さ
を
訴
え
た
作

品
で
し
た
。

映
画
だ
け
で
な
く
、
会
話
の
き
っ
か

け
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
話
題
を
大
切
に
し
て
、

明
る
い
家
庭
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
 

「
”
給
に
親
し
み
‘
”
絵
“
を
描
く
こ

と
で
、
豊
か
な
心
を
育
て
よ
う
。」
又
、

「
親
子
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
」
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
、
八
月
十
一
日
・
十

七
日
・
ニ
十
四
日
・
ニ
十
八
日
の
四
回

の
予
定
で
、
絵
画
教
室
が
始
ま
り
ま
し

こ
。
t
 肱
川
中
学
校
の
加
洲
先
生
の
指
導
で

参
加
し
た
親
子
や
青
少
年
・
婦
人
な
ど

約
二
十
名
は
‘
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、

鉛
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

最
終
回
は
、
教
室
の
成
果
を
発
揮
し

よ
う
と
町
外
へ
写
生
大
会
に
出
ま
す
。

II

絵
は
見
る
だ
け
で
も
情
操
を
豊
か
に

し
、
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
実
際
に
描
い
て
み
る
と
も
っ
と
効

果
が
あ
り
ま
す
C

み
な
さ
ん
も
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

＜
サ
＜い

"”v
"＂＂v•• 
”v屯
＜
喝
＜
喝
＜
叫
＜
り
＜
沿
<
2"り
＜
屯
＜
屯
＜
月
ノ

＜
壁
で
ま
し
よ
]
つ
A

④

>
K
r
>柏
＞
相
＞
ゃ
＞
柘
＞
柘
＞
れ
＞
佑
．＼
伍
"
>
5ゃ
＞
柘
＼

回
粕
讐
匿
止
し

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
‘
こ
の
よ
う
な
偏
見
が
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
若
い
世
代
に
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
っ

た
の
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
‘
こ
う
い
っ
た
誤
っ
た
考

え
方
は
‘
学
問
的
に
何
の
根
拠
も
な
い
こ
と
が

は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

曰
同
和
地
区
に
対
す
る
誤
っ
た
考
え

部
落
差
別
は
「
日
本
社
会
の
歴
史
的
発

展
の
段
階
に
お
い
て
発
生
し
た
現
象
に
ほ

か
な
ら
な
い
」
の
で
す
が
、
部
落
の
起
源

に
つ
い
て
の
偏
見
は
‘
今
な
お
根
強
く
残
っ

て
い
ま
す
。

例
え
ば

0
人
種
が
違
う
の
で
は
な
い
か

〇
職
業
が
違
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か

〇
宗
教
が
違
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か

な
ど
、
ま
る
で
自
分
た
ち
と
は
‘
ま
っ
た

く
別
の
社
会
の
人
で
あ
る
か
の
ご
と
く
‘

誤
っ
た
考
え
方
を
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

し
か
も
、
今
ま
で
に
正
し
い
教
育
が
な

三
、
同
和
地
区
は

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す にぎわった映画会

ー

1
_

_

 1
ー

1
1
1
1
1
1
1
_
1
1
1
1
1
1
1
ー

1
1
1
1
1
1
1
_
1
1
1
1
9
1

＿

儡

見

（

へ

ん

け

ん

）

と

は

一

一
あ
る
集
団
や
個
人
に
対
し
て
何
の
根
拠
―

―
も
な
い
の
に
‘
「
あ
れ
は
こ
う
だ
」
と
‘
_

ー
レ

ッ

テ

ル

を

は

る

こ

と

で

す

。

＿

ー

口
部
落
差
別
の
つ
く
ら
れ
た
ね
ら
い

部
落
差
別
は
‘
江
戸
時
代
の
初
め
に
支
配
者

に
よ
っ
て
政
治
的
意
図
で
作
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
幕
府
は
‘
政
権
の
安
定
と
維
持
を
は
か

り
、
民
衆
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
農
民
が
団

結
し
て
反
抗
す
る
こ
と
を
妨
ぐ
た
め
に
、
民
衆

3日後の天気の

予想をしてみよ、つ

同和教育は/-
町内いたるところで
行われています。

いま、日本全国各地において、国民一人残らず

同和問題に関する勉強が行われています。

肱川町では、昭和48年から同和教育が行われて
きました。

町民の方々は、すなおに同和問題を「歴史上の

身分差別にほかならない」と認める人と、わかっ

てはいてもなかなか心を開けない人がありますが、

夏休みにはいって行われた肱Jll中学校の地区別父

兄懇談会に出席して見ますと、同和問題が私たち

にとって他人ごとという考えは少なくなって「勉

強をしなければならない大事な問題」と考える人

がとても多くなってきました。

を
「
農
・
エ
・
商
」
の
順
で
身
分
を
分
け
‘

そ
の
下
に
「
え
た
・
非
人
」
を
作
っ
た
の

で
す
。

一
部
の
武
士
が
権
力
を
保
持
す
る
た
め

に
、
身
分
・
職
業
・
居
住
地
の
三
位
一
体

の
差
別
を
加
え
る
な
ど
政
策
的
に
部
落
を

作
り
あ
げ
て
い
っ
た
の
で
す
。

私達が生活していく上で、天候は、大き

なつながりがあります。

天気予報にしても、日頃テレビやラ ジオ

からなにげなく聞いているのではないでしょ

うか。

どんな仕事をしていても、天気の千想が

出来、天気図を見る目があれば、大きく役

に立ちます。

そこで、下記のとおり、 ‘‘3日後の天気の

予想をしてみよう、、ということで、生活に

関係のある天気図の見方の講演が行われます。

ご近所の方も、お誘い合わせておいで下

さい。

日

場

演

講

時

所

題

師

記

昭和58年8月27日・午後7時から

肱川町公民館3階集会室

生活に関係のある天気図の見方

気象庁気象官・「宇治原修」先生



匝 裔笞(14)

> > > 月
8 2 
日 日 日 日
（木） （火） 圏

4ヽ .±1: ノ‘ 予

藪 栄

［ 
場

集 集

会 ノ云＼ 

旦
所「

所 戸斤

午前午10時後～3時 闘

0
健
康
づ
く
り
料
理
教
室

▽
場
所

▽
内
容

9月の日曜祝日当直医
日 当直医 苧粍 話

4日 藤本医院 (08934) 4 -2 5 6 1 
（日） （五十崎町）

11日 植木医院 (08934) 4 -2 2 1 5 
（日） （五十崎町）

15日 高橋医院 (08934) 4 -2 0 1 0 
潤 （五十崎町）

18日 曽根医院 (08934) 4-2 8 0 1 
（日） （内子町）

23日 芳我外科医院 (08934) 4 -2 5 6 0 
潤 （内子町）

25日 宝来医院 (08934) 4 -2 2 4 8 
（日） （内子 町）

▽
日
時

⑥
乳
児
の
健
康
づ
く
り
教
室

▽
場
所

▽
医
師

▽
日
時

9
月
1
日
困

（
受
付
時
間
）

午
後

1
時

1
2時

肱
川
町
公
民
館

松
尾
邦
彦
先
生

（
大
洲
市
立
病
院
）

9
月

7
日
因

午
後

1
時

1
3
時

30分

肱
川
町
公
民
館

●
離
乳
食
及
び
お
や
つ
の

作
り
方
実
習

●
育
児
相
談

@
＿
不
用
犬
回
収
日
一

▽
日
時

9
月

13
日
図

午
前

10時
ま
で

▽
場
所
役
場
（
町
民
課
）

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

⑥
行
政
相
談

胃〗
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 5 i 手をつなこミうあなたの職場と障害者 ： ・時日．1 （月）
i l叫＼身障害者雇用促進月間 ：生

．後
9月1日～9月30日 • 4 

：時

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大汎＇［公表職業案定尻．．． i

＊
相
談
員
の
自
宅
相
談
も
受
け
付

け
ま
す
。

9
月
12
日
同
一
中
居
谷
公
民
館
翻
ー
船

月

日

場

所

0
妊
婦
健
康
相
談

0
へ
き
地
栄
養
学
級

ご利用ください

行政苦I青110番

愛媛行政監察局では、 7月1日

から、行政苦情llO番を開設し、皆

さんからの苦情や意見・要望を受け

付けています。

相談の内容は、国の行政機関の

業務や、県 ・市町村が国から委任

されたり、補助を受けて行ってい

る仕事などについての苦情や意見・

要望についてです。

お気軽にご利用ください。

■電話番号
■相談時間
平日 8:30~ 17:30 

土曜日 8 :30~ 12:30 

0899-2 1 -1 1 0 0 

， ， 
> 相

月 月
26 16 5 談
日 日 日
（月） 倫 （月） 日

兵頭 内山 蔵田 沖野
宮桧福 担
本田田 当

芳清 重恒 正 悶
一勝 信三 巳博保 貝

▽

時

間

午

前

9
時
ー
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
室

@
心
配
ご
と
相
談

面

m-:闊
困
閾

資

格

小

学

生

内
容
夏
休
み
の
生
活
を
中
心
に

共

栄

＠
は
が
き
作
文

*

＊

*

＊

*

＊

 

＊
 

沿
あ
誕
生
あ
め
で
と
う
＊

ご
ざ
い
ま
す
知

＊
 
＊
 
*

＊

＊

＊

*

＊

 

上
鹿
野
川
松
岡
一
明
さ
ん

二

女

利

紗

ち

ゃ

ん

郷

高

岡

和

正

さ

ん

長

男

寿

光

ち

ゃ

ん

下
鹿
野
川
三
瀬
次
男
さ
ん

長

男

一

高

ち

ゃ

ん

白

石

寺

岡

修

さ

ん

三

男

慶

治

ち

ゃ
ん

中

居

谷

片

岡

茂

雄

さ

ん

長

男

真

由

美

ち

ゃ

ん＊
 

*
＊
*
＊
*
 

ご

め

い

ふ

く

を

＊

＊
 

＊
 

＊
 
＊

お

祈

り

い

た

し

ま

す

＊

*
＊
*
＊
*
 

＊
 

大
森
美
代
子
さ
ん
(28歳）

森

武

勇

さ

ん
(69歳）

岩
本
フ
ミ
コ
さ
ん
(68歳）

玉
木
タ
ッ
エ
さ
ん
(66歳）

寺
野
ツ
子
ヨ
さ
ん
(89歳）

久

保

締
切

小
学
生
・
中
学
生

楽
し
い
ア
イ
デ
ア
に
と
み

美
し
い
使
い
や
す
い
も
の

大
ぎ
さ
は
一
辺
の
長
さ
が

二
五
セ
ン
チ
以
内
の
も
の
。

九
月
十
日
（
土
）

下
嵯
峨
谷

白

石

資
格
作
品

小

倉

⑥
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱

女
農
地
関
係
に
つ
い
て
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

•• 

．
 

▽
相
談
員
福
田

＠
農
地
相
談

9
月

26
日
同

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

▽

場

所

役

場

第

3
会
議
室

▽
担
当
相
談
員
兵
頭

▽
日
時

達
行
委
員

「
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
」

「
は
が
き
作
文
」

作

品

募

集

中

次
に
よ
り
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
ふ
る
っ

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

保
委
員

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
室

．
 

◆ 

．
 

し
て
、
は
が
き
で
知
ら
せ

る
形
の
も
の
。
文
章
を
主

体
と
し
ま
す
が
、
一
部
イ

ラ
ス
ト
を
入
れ
て
も
よ
い
。

締
切
九
月
十
日
（
土
）

（
注
）
両
作
品
と
も
、
学
校
を
通

じ
て
郵
便
局
へ
出
品
し
て
く
だ

さ
い
。


